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第 3 節 先行研究の検討  
 本研究に関連する先行研究として、主に①保育者の発信的能力・応答的能力に関する研
                                                   
5 2012 年 7 月、文部科学省はインクルーシブ教育システムの構築のために行われた「特別な教育的支援
を必要とする児童生徒に関する調査結果」を報告した。  


























                                                   























第 4 節 研究の範囲と対象  
1．研究対象  
本研究における「保育者」とは、保育所に勤務する保育所保育士と、幼稚園に勤務する
                                                   
8 「ノードフ・ロビンズ音楽療法」とも呼ばれ、ポール・ノードフとクライヴ・ロビンズによって開発

























                                                   
9 厚生労働省「子ども・子育て新システム検討会議」、2014.9.13. 
http://www8.cao.go.jp/shoushi/shoushika/meeting/measures/kettei12.html . 
10 同前。  
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13『ラミナス英和辞典』第 2 版、研究社、2005 年。  






















エリオット(Elliott)は、1995 年出版の Music Matter において、「実践知」を主軸とした
                                                                                                                                                               
15『新英和中辞典』第 7 版、研究社、2003 年。  
16『日本語 WordNet(英和)』NICT、2011 年。  
17 河口道朗「音楽と人格形成の試論－ルソー、ダルクローズ、オルフ、マーセル、プロイスナー  
の所論をもとに」『季刊音楽教育研究』№33 秋号、1982、121～130 頁。  
河口道朗『音楽教育の理論と歴史』音楽之友社、1991、42 頁。  
18 千成俊夫「米国における音楽教育カリキュラム改革(Ⅰ)－60 年代以降の動向をめぐって－」『奈良教
育大学紀要』第 33 巻 .第 1 号 .Vol.1、1984、87～107 頁。 





①Procedural Musical Knowledge  
②Formal Musical Knowledge 
③Informal Musical Knowledge 
④Impressionistic Musical Knowledge 
















                                                   
20 David.J.Elliot, Music Matters Oxford, 1995, 53～77. 
21 森薫「創造的な行為としての『わかる』とそこで生成されるもの――音楽における理論的側面の指導
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第 1 章 音楽的表現を支える保育者の実態 
 
第 1 節 保育者の専門性  













































































                                                   























                                                   
6 佐伯胖『幼児教育へのいざない――円熟した保育者になるために――』増補改訂版、東京：東京大学
出版会、2014 年、29 頁。  
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第 2 節 「表現」における音楽的表現の位置づけと保育者の役割 




れ以来 1998 年、2009 年と計 3 回の改訂が行われてきた。その度に、時代を反映する形で
音楽教育研究者による考察がなされてきた。また、各時代に発行された保育者養成用のテ
キストにもその影響がみられ、各時代の様相が映し出されている。したがって、本節では












 このように、第 1 回目の改訂によって、領域「表現」における音楽的表現の捉え方には
混乱が生じ、研究者の間では活発な議論が繰り返され20、保育者の間ではいわゆる「音楽
                                                   
19 大山美和子「幼児の音楽表現に関する保育的意味」「清和女子短期大学紀要」第 25 号、1996 年、
103~110 頁。  
























                                                   
21 永岡都「保育領域〈表現〉における音楽の意義と課題」『音楽教育学研究 2〈音楽教育の実践研究〉』
2000 年、205 頁。  
22 同前、205～217 頁。  
23 同前、209 頁。  
24 同前、205 頁。  
























て以下の 3 点を挙げている。  
 
                                                   
26 松本晴子「『保育所保育指針』と『幼稚園教育要領』にみる表現（音楽）の考察」『宮城女子大学発達
科学研究（10）、2010 年、9~17 頁。  
27 文部科学省『幼稚園教育要領〈平成 20 年告示〉』東京：フレーベル館、2008 年、4 頁。  




〈領域「表現」のねらい〉28          
感じたことや考えたことを自分なりに表現することを通して、豊かな感性や表現す
る力を養い、創造性を豊かにする。 
(1) いろいろなものの美しさなどに対する豊かな感性をもつ。  
(2) 感じたことや考えたことを自分なりに表現して楽しむ。  
















                                                   
28 文部科学省、同前、「1．ねらい」11 頁。  
29 文部科学省、同前、「2．内容」12 頁。  


























                                                   
31 文部科学省、同前、「2．内容」12 頁。  

















か。1998 年～2013 年の 16 年間に発行された保育者養成向けのテキストで「表現」、「音





 まず第 1 に、保育者の役割と音楽的能力について、次のようなことが浮き彫りになった。
すなわち、保育者の役割は、生き生きとした表現が生み出されるような環境を設定するこ
と、保育者自身が人的環境となり、チームの一人として働くこと、子どもに対して、時に  
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 第 3 に、音楽療法の表出とその取り扱われ方について、次のような傾向がみられた。音



















                                                   





















第 3 節 質問紙調査による保育者の実態 
1．はじめに 




























                                                   
45 奥村正子・山根直人・志村洋子「教員養成における領域『表現』の音楽側面の検討 (1)――幼稚園及
び小学校の教師の意識比較――」『埼玉大学紀要』第 56 号、2007 年、69～82 頁。 
46 坂田直子・山根直人・伊藤  誠「保育者養成における音楽的専門性の育成――幼稚園教諭へのピアノ






















（１）調査対象   
現職の保育者を対象とし、神奈川県内の N 保育園の保育士 17 名、S 幼稚園及び T 幼稚
園の幼稚園教諭 17 名の計 34 名から回答を得た。 
                                                   
47 駒  久美子「幼稚園における創造的な音楽活動に対する保育者の意識――保育者を対象とした質問紙























































Q4.保育園 (幼稚園)でしか体験できないと思われる音楽的な活動があればお書き下さい。  


















































Q18.Q17 であるとすれば、それはどのような機会にどのような活動を行いましたか。  
Q19.子どもの創造性を伸ばすような音楽的な活動を行っていますか。  
Q20.Q19 であると答えた方はどのような活動ですか。  
Q41.絵本、劇、紙芝居等に音や音楽を加え音楽的な効果を伴って実践した経験はありますか。 











Q22.Q21 の理由は何ですか。  
Q23.保育者が子どもに聴かせる音楽、子どもが自分で奏でる音楽、それぞれの質について関
心がありますか。  






























Q37.Q36 で「感じる」と答えた方は、どうしてですか。理由をお書きください。  
Q38.Q36 で「感じない」と答えた方は、どうしてですか。理由をお書きください。  
Q39.保育者がピアノを使う場面は、どのような時ですか。  











方」「身体を動かすことによる発散」の 3 つに分けた。  














小 項 目  
               
回 答 例  
保育者(左) 
幼稚園教諭(右) 
頻度  日常的（毎日）    生活の中に音楽を取り入れている（特に歌うこと）  6・8 





楽しみ         楽しんで行う、楽しみの一つとして  4・3 
表現活動        様々な表現活動の一つとして、総合的な活動の一つ
として  
2・1 
音楽に触れる機会   知らない世界へ興味を広げる（乳児には聴かせる）  2・1 
情緒を育む          様々な感情を体験して情緒の豊かさを育むため  2・1 
身体性            身のこなし方等を曲に合わせて身体を動かしながら
学ぶ  
2・0 
模倣             曲に合わせて身体を動かす中で模倣することを学ぶ  1・0 
発散            曲に合わせて身体を動かす中で発散する効果が期待
できる  
1・0 
リラックスの場   生活の中でホッとできるよう音楽を取り入れる  1・2 
 
内容  
歌               歌、手遊び、歌絵本  15・0 
器楽・楽器         楽器、太鼓、リズム  6・0 
身体表現            リトミック、ダンス、ボディパーカッション、踊り  7・1 
劇的表現           パネルシアター、手袋人形でミニシアター  2・0 
音楽を聴く・観る    音楽を聴く活動、鑑賞する活動  2・0 














































































































































































































































































以上の考察から、導き出された課題は、以下の 4 点である。  














第 2 章  
クリニカル・ミュージシャンシップ援用に向けての枠組み 
 
第 1 節 「創造的音楽療法」における「ミュージック・チャイルド」の概念 














「ノードフ・ロビンズ音楽療法（Nordoff‐Robbins Music Therapy）」とも呼ばれている2。  
彼らの活動は 1959 年に開始された。この時代は、音楽療法の原理や理論に科学的視点
                                                   
1 ケネス・E・ブルーシア『即興音楽療法の諸理論上』（林庸二監訳、生野里花・岡崎香奈・八重田美衣










科学的視点がほとんどみられなかった。そのため 1960 年代、NAMT（National Association 
for Music Therapy）が提唱していた「科学的視点の導入」の意向には沿わず、独自のスタ
イルを貫いていたといえる。 















                                                   
3 安宅智子「米国の音楽療法士養成教育に関する研究――1960 年第の音楽療法観および NAMT の養成
教育観に着目して――」『日本音楽教育学会第 39 回発表資料』2008 年、9 頁。  
4 同前、10 頁。  























                                                   
6 ニューヨーク大学で音楽療法を学んだ後、NYU ノードフ・ロビンズ音楽療法センターで実践と研究を
深め、1991 年に NYU で音楽療法の博士号を取得。現在、同大学で教鞭をとっている。  
7 Aigen,Kenneth. Music-centered music therapy. Barcelona Publishers,NH.2005.p.143。  
8 Aigen,Kenneth『音楽中心音楽療法』（鈴木琴栄・鈴木大裕共訳）東京：春秋社、2013 年、７頁。  
9 「音楽によるイメージ誘導法（GIM＝Guided Imagery and Music）」と呼ばれ、非臨床的目的のため
に創られた音楽を使用する。  



























                                                   

























                                                   
12 E.H.Boxill., Music Therapy for the Developmentally Disabled, Aspen Systems Corp. Rockville：


















































                                                   
13 ケネス・E・ブルーシア『即興音楽療法の諸理論上』（林庸二監訳 生野里花・岡崎香奈・八重田美衣
訳）東京：人間と歴史社、1999 年、40 頁。  
14 クライブ・ロビンズ『音楽する人間』生野里花訳 東京：春秋社、2007 年、106～107 頁。  
15 ケネス・E・ブルーシア『即興音楽療法の諸理論上』（林庸二監訳 生野里花・岡崎香奈・八重田美衣












































































 第 3 段階は「自己信頼感（self-communication）と自己実現（self-actualization）」の
段階である。子どもに情動の成熟と社会的能力が備わってくると、それに伴って知覚力、
                                                   
16 患者の症状・所見がどのような疾患に由来するのかを見極めようとする診断のこと。  


















＊文中の Yは自閉症児、Sはセラピストを意味する。  































                                                   
18 石村真紀「音から始まる――創造的音楽療法と表現――」『音楽による表現の教育――継承から創造
へ――』小島律子・澤田篤子編、京都：晃洋書房、1998 年、21~36 頁。  
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(石村 (1998)の記述を基に、筆者が抜粋して作成 ) 
     
 この事例から、治療プロセスに沿った Y の音楽的な変化と、それに関わるセラピストの
働きかけに着目して考察する。  
①Y における音楽的な変化  



























































身を置くことは、Y にとっても心地良い体験であったに違いない。  












































                                                   
19 Nordoff,P and Robbins,C.Therapy in music for Handicapped children,London：Gollanz.1971. 
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20 クライブ・ロビンズ『音楽する人間』生野里花訳 東京：春秋社、2007 年、34 頁。  




































は全編 18 章から成り、表 2‐3 に示した内容について書かれている。 
 
表 2－3．『癒しの遺産（Healing Heritage）』の内容 
各 章 内  容 
探究 1～ 3 章 音階について 
探究 4～ 6 章 音程について 
探究 7～10 章 三和音について 
探究 11～13 章 七の和音について 
探究 14～16 章 音楽的原型（musical archetypes）20について 




ている。ある音階の主音から完全 5 度を超える跳躍を「創造的跳躍（creative leap）」と呼
んでいるのが特徴的である。ノードフは音階に内在している自然な方向性と、この「創造
的跳躍」をバランスよく使うことを説いている。 
 探究 4～6 では、主に音程について触れている。音程が人間の感情にどのような情動的
反応を喚起させるかを考えさせている。単音（完全 1 度）やオクターヴ（完全 8 度）、減 7
度の音程等を経験させ、それぞれの音程が醸し出す雰囲気の違いを体感させている。音程
                                                   







の概念を、次の表 2－4 に示す。 
 
表 2－4．シュタイナーの音程の概念 
音名 音 程 音程が醸し出す情緒的雰囲気  
C-C 完全 1 度 完全な休息。C の中に囲まれている。  
C-D♭ 短 2 度 何かが動き出す。まだ自分の中にいる。内側での動き。  
D-E 長 2 度 活動が増す。内的な動きをさらに進める。何かを問いかけ、ざわめきが休憩
を求める。  
D-F 短 3 度 内的な体験。内における均衡の体験。動きは一時止まる。2 度に戻ろうとす
る。 
D-F# 長 3 度 前に戻ろうとしない。内的均衡のポジティブな表現。和声システムは全てこ
の音程のバランス感覚から組み立てられる。音楽はここからやってくる。  
D-G 完全 4 度 内的な体験。外側に手を伸ばそうとする。外側とのつながりに向かっての最
初の一歩。  
D-G# 増 4 度 全三音。音程の中で最も神秘的。美しい音程。完全 4 度に引きこもり、長 3
度に沈み込む可能性もある。  
D-A 完全 5 度 外側の体験に出会う。  
D-B♭ 短 6 度 外へ出る。音、人間関係、音の連関に手を差し伸べている。  
D-B 長 6 度 もっと活発に外へ出る。  
D-C 短 7 度 自己と外側との間に緊張を生じる。  
D-C# 長 7 度 緊張が最高に達する。オイリュトミーでは、腕を頭上に伸ばし手を振わせる
ことによりこれを表現する。  
D-D’ 完全 8 度 自我が外側の経験とつながる。オクターヴは自我の体験である。美しく、意
義深く霊的で、我々と音を結びつける。  




                                                   
21 Robbins, Clive and Robbins, Carol eds.HealingHeritage:Paul Nordoff Exploring the Tonal 




できるとしている。一つの同じ旋律に基本形、第 1 転回形、第 2 転回形の和音で伴奏をつ
け、それぞれの違いと効果についても検証している。ここでは、「メロディーへの和声付け」
の項目に着目し、詳細を明らかにする。 
 ある旋律に基本形、第１転回形、第 2 転回形の和音をつけることについて探究している。 
















































































                                                   
22 英国における近代音楽療法の創始者であるジュリエット・アルバンに直接指導を受け、1977 年、音



























                                                   
24 Robbins, Clive and Robbins, Carol eds.HealingHeritage:Paul Nordoff Exploring the Tonal 
Language of Music. 1998, p.203. 


























                                                   
26 林庸二「音楽療法における『音楽すること（musicing）』の治療的意義」『日本大学芸術学部紀要』第









上部 3 項目、「直感」「創造的な自由さ」「表現の自発性」は、セラピスト自身の能力と深  




                                                   

















第 3 節 セラピストが保育の場で実践する「音楽表現活動」の検討   



































































筆者は 2012 年に保育園で行われた実践のうち、9 事例について非参与観察者として関
わった。研究対象は、下川（セラピスト）と保育園の子どもたちである。実践は録画、録
音し、フィールドノーツによって記録し、これらを研究データとした。フィールドノーツ
                                                   
34 駒久美子『幼児の集団的・創造的音楽活動に関する研究――応答性に着目した即興の展開――』ふく
ろう出版、2013 年。  
35 伊藤仁美「保育者に求められる音楽表現力の育成に関する一考察」『こども教育宝仙大学紀要』第 1
号、2010 年、9～15 頁。  
36 登啓子「乳幼児期における歌唱活動についての一考察――オルフの理念を取り入れた歌唱活動の事例







分析は、実践記録を実践日（1 月～3 月）と各年齢（1 歳児～5 歳児）の活動に従って記
述し、さらに各活動を 4 つの観点に沿って分類した。  
分類は、「音楽療法」と「保育」における音楽表現の捉え方を比較し、両者の共通性と特 
殊性を明らかにした見解に基づいている。第 1 章第 2 節において論述した保育における表





























次に示すのは、2012 年 1 月～3 月に A 県 B 市内の保育園で行われた音楽表現活動のう





ては、別冊資料 2．の 36～55 頁を参照のこと） 
 










EP 静的 動的 
第 1 回  3 歳児  18 人  1.  レインスティックの音を聴く  
2.  フルーツマラカスを鳴らす  
3.  カスタネットで友達探し  
4.  太鼓を叩く  












第 2 回  4 歳児  21 人  6．  カスタネットで友達探し     ○  
82 
 
7．  グループ合奏  
8．  ゴム鈴を鳴らす  
○ ○ 
○ 
























   






















































9 事例を 4 つの観点（表現の読み取り、受容と応答、活動の方向性、「快」の感情）に照
らし合わせたところ、一つの活動に対し、複数の要素が含まれていることが明らかになっ
た。（各エピソードの詳細については、別冊資料 3．の 56～63 頁を参照のこと）  
①表現の読み取り  
次に示す活動が、「表現の読み取り」にカテゴライズされた。（例：1－2 の場合、表に









上記の中から 5－19 の活動と 3－10 の活動を、エピソード EP1-1、EP1-2 として取り上
げる。この活動は 7 名が 1 グループになり、一人 1 音ずつトーンチャイムを担当し、音の
キャッチボールをしながら音楽を創っていくものである。 
 
表 2‐6．「表現の読み取り」に関するエピソード  
EP1-1                                            4 歳児 21 名、保育士 3 名  











EP1-2                                            5 歳児 20 名、保育士 2 名  






























この中から、5－17 の活動を EP2-1 として取り上げる。  
 ここでは、保育者対子ども、子ども対子どもと対象を変えて 2 種類の活動を行っている。
保育者対子どもの活動では、あるフレーズの後のポーズの間に子どもが自由に太鼓を叩く。





表 2－7．「表現の受容」に関するエピソード  

































 この中から、1－2 の活動を EP2-2 として取り上げる。  
 
表 2－8．「表現の応答」に関するエピソード 





























この中から、4－13 の活動を EP3 として取り上げる。  
 
表 2－9．「活動の方向性」に関するエピソード  





















              


















                                                   
37 下川英子『音楽療法・音あそび――統合保育・教育現場に応用する――』東京：音楽之友社、2009





の活動を EP4 として取り上げ、A 子の様子を中心に記述する。  
 
表 2－10．「子ども自身の『快』の感情」に関するエピソード  
























動がもつ特性が、A 子の意欲や関心、態度などに変化をもたらしたと捉えられる。  




 この活動内での A 子の対人関係と参加度の変容を図①～④に示す。  
 
①           働きかけ  
            セラピスト            A 子  
                     拒 否   
 
②            働きかけ  
                         B 男             A 子  
                                         拒 否  
③消極的な参加        
C 子  
                   
セラピスト     カスタネット       D 男  
  
                          A 子  





 ④積極的な参加  
                        F 子  
                   
E 子        合    奏          G 男 
                    
A 子  






 ③は、セラピストが C 子、D 男を呼び、A 子を含むグループを作り、間接的に参加を促
すと、それに消極的に反応し、何とか活動に参加している状態である。  












表 2－11．活動内にみられたセラピストの技法  
セラピストの技法 活 動 事 例 




ツリーチャイム（1 歳）、リボン（5 歳）マラカス（2 歳）、 





変奏 グループ合奏（2 歳） 
テンポの変化 トーンチャイム（4 歳）→EP1-1 
マラカス（1、3 歳）→EP2-2 
ゴム鈴（2 歳） 
曲のサイズの調節 カスタネット（3 歳） 
グループ合奏（4、5 歳）→EP4 
タイミング カスタネット（3、4 歳）、シンバル（1 歳）、太鼓（4 歳）→EP2-1 
間の取り方 ゴム鈴（4 歳）、カスタネット（3 歳）、シンバル（4 歳）、太鼓（2 歳） 



























































































                                                   


























な提言は、既に 1970 年代から言われており、シュワーベ（Schwabe, C.）は音楽療法を「音
楽的治療教育」40と呼び、デュアクサン（Duerksen, G.）は音楽教育の新しい動向として、
                                                   
39 丸山忠璋「音楽療法との比較による音楽科教育の課題」『音楽教育学研究 3』東京：音楽之友社、2000
年。  























                                                   
41 George L. Duerksen. ‘Some Current Trends of Music Education : Implications for Music 
Therapy.’in Journal of Music Therapy, vol. 11, 1974, p. 65-67。  
デュアクサン『音楽教育と音楽療法の類似点』（武蔵野音楽大学音楽療法研究会訳）、武蔵野音楽大学  
音楽療法研究会、1970 年、51 頁。  
42 山松質文『臨床教育心理学』大日本図書、1976 年、150～153 頁。  
43 桜林仁「音楽療法と音楽教育」『音楽療法研究年報』第 4 号、1975 年、1～10 頁。桜林仁「音楽療法
的音楽教育論」『音楽療法研究年報』第 6 号、1977 年、17～19 頁。桜林仁『心をひらく音楽  療法的
































第 3 に、表現のゴールは、作品を創りあげ完成させることに執着せず、子どもの自己表 
現を可能にするための体験自体に向け、そこに意味を見出している点である。  





























































































                                                   















































































































した 3 項目が追加されることになる。  




































第 3 章 保育者養成校における音楽性育成の可能性  
 
第 1 節 保育者養成校における実践研究の背景  


































 近年、保育者養成校の様相は多様化傾向にあり、4 年制大学、短期大学（3 年制、2 年制）、
専修学校、その他の施設で保育士、幼稚園教諭の免許が取得できる。平成 23 年 8 月現在、





 1 年次  2 年次  3 年次  4 年次  
保育表現技術  音楽  音楽Ⅱ   音楽Ⅲ  
保育内容演習  保育内容（表現）    


























































総合演習  即興性、  
奏法・音程の


















































































































































 学生の回答に見られる独自のキーワード  回答のあった番号  
1 音楽教育の一環  A1、A2、A9 
2 生活のリズム・挨拶・区切り  A1、A2、A4、A5、A6、A15、A39 
3 簡単で単純な音楽  A21 
4 人前での演奏に対する羞恥心  A5、A7 
5 自由にやらせる  A10、A11 
6 リクエストに応える  A34、A35、A37 
7 音を他の表現媒体に使う A41 























































                                                   





ついては、第 2 節で即興性を重視する授業を、第 3 節で音による描写性を重視する授業を
扱い、実践を通した具体的な指導事例を提示するため、詳細は後の節で述べることとする。 
 
第 2 節 即興性を重視した授業事例  
 
1．授業の目的 




























対象となる事例は、2012 年～2014 年に、Ｔ大学Ｓ学部保育児童学科 4 年次生 81 名を
対象に行った「音楽Ⅲ」、「保育総合演習」、「保育児童専門演習」の授業（全 15 時限）の
うち各 3 時限分に相当するものである。その詳細を表 3－4 に示す。 
 
表 3－4．実施概要 
実施時期  授業科目  学生数  分析  
2012 年 5~6 月  「保育総合演習」「音楽Ⅲ」  36 名  探究 1 
2013 年 5~6 月  「保育総合演習」「音楽Ⅲ」  39 名  
2014 年 4~5 月  「保育児童専門演習」  6 名  探究 2 











回  授 業 テ ー マ  授 業 内 容  授  業  の  意 図  ・目  的  























授業の分析は、表 3－4 に示したように、探究 1 と探究 2 について行った。探究 1 の分
析は、2012 年、2013 年のワークシートと映像を基に行い、探究 2 の分析は、2014 年の事

















 2012 年、2013 年のワークシートの記述に基づき、多くの学生から共通して得られた
カテゴリーを大枠に、少数意見として得られたカテゴリーを小枠にして示した。また互い
に関連すると思われるカテゴリーを併記した。（カテゴリー化した表については、別冊資料






























 また、個人の役割はシンプルだが、個人個人の 1 音が音楽の一端を担っていることから、
集団への意識が高まり、そこで音楽がどうあるべきかを考えるようになり、その意識が、
集団としての一体感や充実感へつながっているように読み取れた。 












実施日  トーンチャイム  ピアノ  ツリーチャイム  小節数  音の往復回数  
2012.5.7. ①     ○    14      7 
 ②    ○   14      3 
 ③    ○   19      8 
 ④       ○  20 10 
 ⑤    ○     ○  15      5 
2012.5.28.  ①     18 4  
2013.5.20.  ①       ○  16      3 
 ②   ○（学生）    ○  12      1 
 ③   ○     ○  12      2 
2013.5.31.  ①    ○     ○  20      1 
 ②   ○（学生）    ○  22      4 





















     （表 3－6 に示した 12 事例の譜例については、別冊資料 8．の 110~113 頁を参照のこと）  
 
























冊資料 7．108~109 を参照のこと）  
探究 2 の実践では、6 名の学生がこの活動に携わったが、6 名全員がトーンチャイムと
いう楽器を認識しており、楽器そのものへの新鮮味は感じていなかったといえる。ただ、
この活動後には、4 名が鳴らし方の違いによって音の強弱も表現できることを体感してい



















































































     



























































第 3 節 音による描写性を重視した授業事例 
 






                                                   
2 倉持洋子「『音による音の表現』の試み――音楽創作活動の一環として――」『茨城女子短期大学紀要』
No.14、1987 年、4~10 頁。  
3 永岡都「保育者養成における〈表現〉教育の方法に関する一考察――「アナロジー」をキーワードに
した音楽づくりの試みから――」『日本保育学会第 56 回大会発表論文集』東京印書館、2003 年、


























                                                   
4 薩摩林淑子「保育者養成校における創造的な音楽表現力の育みに関する一考察――鎌倉女子大学専攻  
















 この授業は、2011 年 8 月 14 日、15 日に、T 大学通信教育学部 37 名を対象として行っ
た「表現」の授業（全 12 回）のうちの 5 時限分にあたる。授業内容は、4 グループに分か
れて、絵本「スイミー」のストーリーに、音響的効果を加えた作品を創り、発表するとい

















117~120 頁を参照のこと）  
 
3．結果と考察 























































表形態と特徴は、表 3－8 に示した通りである。 
 
表 3－8．発表形態と特徴  
グループ  発表形態 特       徴 
第 1 音 と 朗 読  視覚的な刺激を排除し、音と朗読によりイメージを喚起させた。 
第 2 音と朗読と劇  動きを中心に据え、動きに合う音をつけていく手法をとった。  
第 3 音 と 劇  劇を中心に据え、クライマックスを意識した音づくりをした。  






















































































 発表者の意図と鑑賞者の受容の関係を図にすると、次のようになる。  
 
 
















 発表者の意図と鑑賞者の受容の関係は、図 3－6 のようになる。  
 
 















 発表者の意図と鑑賞者の受容の関係は、図 3－7 に示す通りである。 
  
 












































 各グループの特徴は、次に示すとおりである。  
 第 1 グループは、身体の一部を鳴らすことによって音を出したことや、自宅から持ち寄






































楽器・楽器になるモノ 描写するもの 音の表現 類別 
トーンチャイム 物語の開始を知らせる A音を3回鳴らす    ③ 
ピアノ 海の様子を表わす 長三和音の分散   ② 
ぶんぶんゴマ 速く泳ぐスイミー ブンブン鳴らす     ③ 
ツリーチャイム スイミーのキャラクター 低音から高音へ     ③ 
段ボール 突進する、飲み込む、恐怖 力強く叩く ①、②、③ 
袋にビーズ 逃げ惑う魚たち 激しく振る ②、③ 
（無音） スイミーの孤独、悲しみ 間 ②、③ 
ピアノ スイミーの感情 短三和音の分散   ② 
ピアノ 海の素晴らしさ、面白さ 長三和音の分散   ② 
下敷き、黒い笛 くらげ パコパコさせる、ピーと吹
く 
    ③ 
大きなカエルのおも
ちゃ 
いせえび 穴をおさえて強く鳴らす     ③ 
マリンバ 見たこともない魚たち グリサンド     ③ 
袋にビーズ、瓶にビー
ズ 
こんぶ、わかめ 小刻みに振る     ③ 
ヒューポン うなぎ 音程を変えながら吹く     ③ 
鈴 いそぎんちゃく 控えめに鳴らす     ③ 
音の鳴るおもちゃ 魚が話している様子 小刻みに振る ① 
ウッドブロック 考える様子 一定のテンポで刻む     ③ 
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 第 2 節で検討してきた即興性を重視した事例は、セラピストの手によって、既に保育の
場で実践されている活動である。この実績に裏付けられた意味は、非常に大きい。それは、





















 次に、筆者が 2007 年に考案した「表現指導のためのステップ」に加筆・修正を加えた









  第 1 段階：ブレーンストーミングの段階〔表現の理念・目的・内容の理解〕  
  第 2 段階：学生自身を発見し認識する ・・・・・・・・・・・自己発見・自己認識  
第 3 段階：学生自身の感性や創造性を伸ばす・・・・・・・・・自己表現  
  第 4 段階：子どもの表現に対する発見・・・・・・・・・・・・子ども発見  
  第 5 段階：子どもの表現に対する理解・・・・・・・・・・・・子ども理解  
  第 6 段階：子どもの表現に対する指導・・・・・・・・・・・・子ども指導  
































































 その一方で、指導に困難を極めた授業事例もいくつかあった。第 1 節の表 3－2 に示し
た授業実践例にある、⑩シンプルな伴奏づけ、⑪1 つのメロディーに複数の伴奏づけ、⑫
難易度の違いによる伴奏の違いと影響力の 3 事例である。  


















































                                                   
5 岡崎香奈「音楽療法士養成教育における感性化トレーニング」『音楽療法研究』第 5 号、2000 年、12~18
頁。  
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本章では結論に先立ち、まずは第 1 章から第 3 章までの内容を振り返っておきたい。 
 














 このことから本研究の課題として、第 1 に保育における「音楽による応答性」を具体的
に示すこと、第 2 に保育者の音楽的資源を具体化すること、第 3 に前述した両者を含めた
全体像を示すこと、第 4 に保育者養成校における指導の可能性について、実践を通して考
察することを挙げた。  




 その結果、第 1 節では保育者の専門性を考察する際に、「創造的音楽療法」を援用する

























共通性として、第 1 に表現の主体が子どもであること、第 2 に表現のプロセスを重視して


















































第 2 節 結論  
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その他 自由な雰囲気が良い 0・1 
 








豊かな人生・生活 豊かな生活、豊かな人生になる               2・3 
豊かな感情 豊かな気持ちになれる、喜怒哀楽等の気持ちを代弁してくれるもの、楽
しい、元気な、心地よい気分にさせてくれる、勇気、頑張れる 3・8 
親近感、身近なもの 親しみをもって接する、身近になる、生活に不可欠になる   4・1 







保育の中で 音楽を日々取り入れている、                1・0 
乳児クラスで、優しい声で楽しく歌っている                 1・0 































経験・参加 音楽活動に参加し、色々な経験をすること             0・4 
生活・遊び 生活や遊びの中に自然に取り入れる                1・1 
身近に親しむもの 音楽を身近に感じ、親しみを持って活動できるよう         0・4 










リトミックなどを通して創造力を養える              4・1 
自信、元気、生き
る力、達成感 
元気の素、自信につながる、喜怒哀楽を支える「生きる力」になる        
音楽活動によって得られる達成感                               5・0 
心地よさ、安らぎ 心の解放、心地良くさせてくれる、音楽から得られる安らぎの経験  3・0 
情操教育 園の方針として情操教育として位置づけている、心を豊かにする  0・11 








                                2・0 
音楽的指導の効果 歌を覚えたり、リズムを身につけたりできる、リズム運動などにより身体機
能を発達させる                         2・0 





















大 小項目               内 容 
頻 
度 
日常的（毎日）  生活の中に音楽を取り入れている（特に歌うこと）       6・8 
リラックスの場  生活の中でホッとする場面に音楽を取り入れた活動を行う    1・2 







楽しみ      楽しんで行う、楽しみの一つとして                           4・3 
表現活動     色々ある表現活動の一つとして、総合的な活動の一つとして   2・1 
音楽に触れる機会 未知の世界へ興味を広げるため音楽に触れさせる（乳児には聴かせる） 
                              2・1 
情緒を育む       様々な感情を体験して情緒の豊かさを育むため         2・1 
身体性          身のこなし方など曲に合わせて身体を動かしながら学ぶ     2・0 
模倣            曲に合わせて身体を動かす中で模倣することを学ぶ       1・0 




歌              歌、手遊び、歌絵本                     15・0 
器楽・楽器      楽器、太鼓、リズム                     6・0  
身体表現        リトミック、ダンス、ボディパーカッション、踊り       7・1 
劇的表現        パネルシアター、手袋人形でミニシアター           2・0 
音楽を聴く・観る 音楽を聴く活動、鑑賞する活動                2・0 























A4.                           










団で味わう一体感                     7・0 
成功体験、 
満足感の共有 
音楽をすることによる成功体験や満足感、達成感の共有    2・0 
協調・協同作業 お互いに協力したり譲り合ったりして作っていく体験     3・0 








生演奏 生の音楽・生演奏を聴く、体験する             2・0 
リズム遊び リズムに合わせ身体を動かす、リトミック           3・2 
和太鼓の演奏 家庭にはない和太鼓に触れる                2・0 
わらべうた、歌 わらべうたを介した触れ合い、ゆっくりした時間を過ごす    2・2 
踊り、ダンス、自由表現 身体を動かすこと、自由表現                 2・10 
手遊び                               0・2 
劇的表現 舞踏劇、オペレッタ                    0・12 







                              0・1 


























性      
  
 満足感・達成感 集団でこそ得られる満足感や達成感           3・0 
一体感・統一感 集団でこそ得られる一体感や統一感           3・1 
成功体験 友達と一緒に味わう成功体験              1・0 
楽しさの共有 音楽の楽しさを共有できる               2・0 
異年齢児の影響 異年齢児が聴きあう、憧れや親しみ、いたわり、かわいらしさを
体感する                       3・0 
仲間意識の芽生え 皆で声や楽器を合わせた時に芽生える仲間意識      1・0 












スからリトミックへ                  2・0 
音量の調節 音の調節(大小)が出来るようになる            1・0 
リズム感の感得 幼児から太鼓に触れることによりリズム感を獲得できる  1・0 












のとは意味が違う                   1・0 
生きる力 生きる力を養う                    0・1 




















A6.       











楽しさ、面白さ 楽しさ（歌う、合わせる）、共に演奏する          9・13 
心地よさ 歌う心地よさ、体を動かす心地よさ、リズムを感じる心地よさ 6・1 
詩の世界 歌の歌詞から詩の世界を感じ取る             1・0 
美しさ 美しいものに気づくこと                 1・0 
音楽の不思議と魅力 喜怒哀楽の感情と音楽の諸要素(歌詞やメロディ)との結びつきとそ
の不思議                        2・0 













発散・解放 気持ちを発散させたり、心を解き放つ機会になる      2・0 
挑戦・成功・自信 難しい事、初めての事に挑戦しそれに成功し自信を得る   1・0 
共有・共感・調和 友達と一緒に音楽することにより得られる共感、      4・5 
自己表現 自分から音を発信する楽しさ               1・0 










くれる                         1・0 
聴く力 音をよく聴く力を得ている                1・0 
音楽的知覚の獲得 音感、音程、リズム感、鼓動、連動、音の高低、明暗、などを感覚的
に獲得している                     5・0 




























音楽好き 音楽に生涯、親しみをもって音楽が好きな大人になって欲しい     4・4 




たらいい、音楽に興味を持って欲しい                2・5 
個人・集団で 1人でもみんなでも楽しめるものだからその場に応じて楽しんで欲しい 1・0  
楽器の演奏 一つでも弾ける楽器があり、聴いて楽しめる音楽、口ずさめる思い出の曲があ
ると良い                             2・0 
自己表現力 気分や感情を表す表現方法の一つになって欲しい、自由に表現することを楽し
んで欲しい                            0・1 
リズム・ 
音程の獲得 











勇気や元気をもらえるきっかけ                   3・1 
人間的な成長 優しさ、思いやり、人とのつながり等を身につけて欲しい        1・0 




わからない                                           0・1  
無回答                                             4・2 




























                              7・15 
 制限の排除 子どもが生き生きと表現できるように、出来る限りの制限を排
除する。保育者の主観や価値観を押し付けない、子どもが楽し

















一緒に楽しむ 保育者自身が楽しんで表現し、子どもと一緒に表現を共有する                       
7・1 
表現の受け止め 子どもの気持ちを受け止め、認め、褒める。それによって子ど
もに自信をつけさせる、共感            7・5 
保 育 者
視 点 
人間としての育ち 人間としての育ち、心の育ちの基盤をつくる。    1・1 
子ども理解                          0・2 
意志の尊重                          0・1 
































言葉による共感 子どもの表現を認めたり褒めたりして共感する          5・0 






全て正解だと思う、興味があると受け止める           5・8 
喚
起 





自己アピールに見える自己表現の場合、受け流すこともある、   1・0 






保育に取り入れる 保育に取り入れる                         0・1 

































気づくり                            3・0 
見守る 表現が他の理由で阻まれないよう気を配りながら見守る、 
受け止める、否定しない                     4・2 
声掛け ほめる、励ます、認める、拍手する等して自信をつけさせる     3・0 
見本をみせる 楽器の使い方等最初に見本を見せる                3・0 
一緒に楽しむ 一緒に歌ったり声に出したり、体で表現して楽しむ、子どもの模倣、共に歌う 
10・11 




子どもの表現を展開していく、適度の助言をする                
遊びがもっと楽しくなるように工夫しながら遊びを援助する（遊具を太鼓に変
える、ショーごっこ、TVごっこ等）、バチを作ってあげる       1・4 




































楽器、CD、保育者の声（歌）                    2・0    
空間、雰囲気（日々の保育の中で楽しめていることが根底にある）  
楽しめる環境                            7・1 
保育者の配置、保育者の知識                    1・1                                                                   









動に関連性のあるものを提示                    4・10 
表現へのリア
クション 








受けてお互い影響しあう                      5・0 
自主性 
意欲の喚起 
「やりたい」という気持ちが自分の中から出てくるようにすること   3・0 
















































する                         5・2 
見守る、受け止める 保育者が介入しない方が生き生きする場合は見守る、受け止める 














楽しみ合う 面白そうという気持ちから真似て遊ぶ楽しさを共有する    2・0 
１人で演奏する時には味わえない集団での音楽の楽しさ   0・4 
共鳴、共有、共感 喜び、楽しさを共有し表現に共鳴したり共感したりする   4・3 
成長し合う 互いに認め合ったり支え合ったり励まし合う存在、真似する、新




生まれる                       3・5 















A13.            







保育者 原因の究明 消極的な理由を考える                          1・2 
見守る(静観) 「やれ」と言わずしばらく見守り、終了後声掛けをする、無理強
いしない                      3・6 
子ども 他児からの影響 他児がやっている場面を見せ、イメージや楽しさを引き出す、聴










になるきっかけを探す                7・4 
参加を促す 「やってみよう」と誘う、慣れた頃に徐々に誘う    6・7 
方法 個別に対応 1対 1で対応、皆とは別の場所で個別に行う、その子の性格や様
子に応じて対応する                 4・2 
遊びの中で 遊びの中（ゲーム等）で楽しみながら行えるよう工夫する、活動







つけさせる                      4・2 
































遊びの中 ゲーム遊び、日常遊び、室内遊びの時、朝ゆったりと過ごせる時間   4・1 








                                                                 9・2 
場面の切り替え 生活の節目や場面の区切り(戸外へ行く前、食事の前)              5・2 
沈静化 泣いている子どもをあやす時、心を落ち着かせる時、食事の前落ち着かせる時、
ザワザワしている時                        3・1 
待ち時間 待つ間 集合する時、集合を待つ間                  2・9 
活 
動 
歌の時間 歌を歌う時間、音楽の時間、手指の動きを活発にするため、手遊びの時間                               
1・3 



































生活の節目として時間を意識できる               2・1 




































使うイメージ、歌は何かの区切りのために歌うものではない    4・10 
マンネリ化への 
懸念 
毎回歌うとマンネリ化しつまらなくなる             1・0 






















自然の音 風、虫、雨など自然の音に気付く、草笛、ドアの閉まる音     2・10 
楽器以外の物、道具の音 日常の道具で色々な音を聴く                  1・0 










ボディ・パーカッション 手拍子、体や口(声)でリズムを刻む、リズム遊び、リトミック   3・2 
声を出す 声を出す、声量の調節                                      2・0 
わらべ歌、手遊び、 
手話ソング 
わらべうた(歌う、ゲーム、1対 1)、手遊び、手話ソング        5・3 
手作り楽器、太鼓 手作り楽器を作って鳴らして楽しむ、太鼓を叩く         4・0 
ボディ・パーカッション ボディ・パーカッション                                   0・5 









パネルシアターやペープサートに音や音楽をつけて楽しむ      2・0 
ボードビル、人形 ボードビルに音や音楽をつける、人形を使って音や音楽を楽しむ 1・0 
音楽的なゲーム 音楽的なゲームを楽しむ                   1・0 
なわとび、フープ 縄跳びやフープを音楽に合わせて行う             1・0 
日本語を学ぶ 日本語の持つテンポ感やリズム感を学ぶ            0・1 




















YES      4・7 
NO  3・5 





        内 容 
合奏               1・0 
作詞、作曲 (歌を作る)        2・2 
替え歌              1・0 
絵本を基にオペレッタ、舞踏劇   2・5 
リズムダンス、曲を聴いて振り付けを考える 
自由表現             1・1 
廃材で楽器作り          0・1 
曲を聴いて絵を描く                0・1 

































内容が不明：創造的な活動とはどのような活動を指すのか知りたい            
無 回 答
10・2 
無回答                 
 







































NO   1・0 
どちらとも言えない 5・16 
無回答 2・1 
            
大 小項目               内 容 
容 
認 




2～3歳では簡単なものが向いている              4・1 
中 
間 
基本的に賛成 一概に言えない、する活動は単純でも聴く活動はクラシックも OK 1・0 












にも素晴らしい作品がある                   1・12 
年長児の適応能力 年長児は複雑なリズムも体で覚えられる、年長児は少し難しいことへのチ
ャレンジを喜ぶ、子どもの刺激・成長の為に難しいものも必要   1・2 
他 無回答 2・1 
A22. Q21の理由は何ですか。 
  内 容 
YES 理解しやすい (複雑なリズムは理解できない)、わかりやすい、すぐできる     4・0 
 楽しめる                                   1・0 
 共感できる(発育、発達に限らず)                        2・0 
NO 子どもの柔軟性を信じて提示すべき                       1・0 
 子どもによって保育者が柔軟に対応すべき                    1・0 
中間 個人の個性、個人差によるもの                                       1・0  
 年齢によって、興味・関心が異なり音程域等考慮する必要がある、2・3 歳児は簡単なもの
が向いている                                3・1 
 その時の状況によって対応すべき 、臨機応変に対応すべき           1・1  
 基本的に単純なものが良い、子どもは日々成長しており、年長児は少し難しいものへのチャ
レンジを喜ぶ、難しいものは子どもにとって刺激、成長のために必要            0・2 
 クラシック、手遊びにもそれぞれ素晴らしい作品がある             0・1  


























を持つもの                         2・1 












曲の選択 クラシックの選曲、普段使う曲の選択             1・1 
音楽の心理的効果 音楽が子どもの心にどのような効果があるのか         1・0 
乳児用の遊びのレパ
ートリー 










ちんとしたものに完成させていく事、より楽しくきれいに    3・0 
自信をつける 子どもたちが自信をもって音楽活動を行えるようになること   1・0 
自主的な活動 音楽を自主的に作り上げ完成させる素晴らしさ、楽しさ     1・0 
楽器の質 おもちゃではなくなるべく本物で良い音の出るものを提供したい 1・0 
子どもなりの表現力                               0・1 





わからない                         0・2 














A25.                             









イナミズム、                       3・2 
一斉演奏に伴う制約 集団で行う音楽活動では、皆一斉に合わせなくてはいけない、みんなで
そろえることの必要性、合わせることで一つの音楽になる   4・4 
楽譜の拘束力 譜面通りに歌ったり演奏しなくてはならない、決められた歌詞やメロデ




の力                           1・4 
演奏における奏法 声を出すこと、姿勢をきちんとすること           2・0 
嗜好、感情、感性、 音楽を好きか否かによる、感じる力             1・1 






                                         1・0 
強制力への反発 保育者として強制力を感じさせる活動、言動、環境を与えたくない 
                          1・0 
わからない 
無回答 
強制力を持っているかわからない               1・1 
























A26．   

















さがある                            5・5 





事さ、意欲的に参加し、心動かされたかどうか           2・1 
楽しめたかどう
か 












































                                2・0 

























歌の鑑賞 どんな歌なのか音（CDやピアノ）を使って聞かせること  4・0 
歌詞の提示 歌詞を読んだり書いたり貼ったりする、説明する     9・12 
共創 子どもと共に歌う 保育者が子どもと一緒にその歌を歌ってあげる        4・13 
伴奏つきで歌う 保育者が伴奏をしながら子どもと一緒に歌を歌う      4・ 2 
指導法 フレーズ毎の指導 子どもが覚えやすいように短いフレーズに区切って教える 4・ 3 
繰り返し歌う                            0・6 















 歌絵本                            1・0 
絵本・物語 1・2 
絵 絵などを使って歌詞から想起するイメージをもたせる   1・2 
 手遊び                            0・1 






















A28.                                                   









る      
聴かせる(鑑賞) まず CDで聴かせ、イメージを喚起させる             1・0 
歌う (保育者) 保育者が楽しそうに歌うことで、子どもの意欲を喚起させる     6・0 
共に歌う(子ども) 子どもと共に歌うことによって、楽しさを共有する         2・0 
繰り返す・鍛錬 子どもと共に何回も繰り返し練習することで、覚えさせる      1・0 
歌の評価 子どもの歌唱行為に対し、賞賛することにより意欲が増す      1・0 
歌詞の提示 歌詞を視覚的(貼る)・言語的(意味、発音)に提示して理解を促す、絵、イラス
トに描いて歌詞のイメージを伝える、唱える            6・4 
指導方法の工夫 既習曲を歌う、サビから覚える、楽しんでから教える、アカペラ   1・2 








イラスト(絵) 歌の意味、情景等をわかりやすく理解させるために使う       5・3 
ペープサート  歌の理解を促すために、他の表現媒体を使って理解させる     2・1 
写真                                 1・0 
映像                                 1・0 
実物  実物を見せることによってリアリティが出てくる         1・0                    
身体的な動き 音楽のリズム的な特徴を捉えて体の動きをつけ、歌を理解しやすくする 1・0 










































行事 誕生会 月ごとの誕生会で                8・2 
夏祭り 一年に一回の夏祭りで              4・0 
集会 集会の席で                   3・3 
成長お祝い会 成長お祝い会の席で               2・0 
発表会 職員の演奏として                2・0                 
日常 保育全般 日々の保育のあらゆる場面で、子どもに新しいものを教える












子ども 歌 子どもたちがこれから歌う歌           5・12 




保育で行うリズム遊びの動きの見本として     5・12 
手遊び                         0・2 
劇・オペレッタ 子どもが行う舞踏劇、オペレッタの見本として   0・8 
保育者 劇・オペレッタ 職員が行う劇として、見世物としての要素強い   1・0 























規定的 歌(弾き歌い) 歌の簡易伴奏が弾ける、音を拾い指が動いて弾ける  4・9 
合奏  
リズム遊び  それぞれの活動での音楽、伴奏が弾ける 
劇遊び                          2・1 
即応的 遊びの伴奏 子どもの遊びに音や音楽がつけられる         1・0 











初見 音符が読めてすぐ弾ける                            1・0 
暗譜 楽譜を見ないで弾ける、鍵盤を見ないで弾ける       1・0 
応用性と
多様性 
即興性 即興演奏が出来る                        1・0 
豊富なレパートリー 子どもの興味のある曲が弾ける                   0・1 
より高度に 子どもの動きを見ながら、歌の指導もしながら弾ける、イメー
ジを音にできる                                5・0 
演奏技術
のレベル 
ある程度 3・0  
子どもの歌程度 子どもの歌を弾きながら歌えること、途切れずに伴奏できる、









































                               8・2 
歌に関する技術 歌唱力（上手に歌える）、レパートリーの多さ                 7・8 





指導技術 楽器を教える技術、指導法の豊かさ、歌を教える技術      3・1 
コミュニケーション力 子どもとのコミュニケーション力 
子どもの前で恥ずかしがらない事 







音楽的表現力 音や音楽を取り巻くあらゆる表現に必要            1・0 
音楽的センス 音や音楽を取り巻くあらゆる表現に必要            1・0 




音や音楽で子どもを楽しませる力                             2・1 
音楽的な基礎能力 リズム感、音感、聴く力                   4・11 





































情を表現する                        4・0 









アレンジの妙 1曲を様々な曲風にアレンジできる                   1・0 
即応性 子どもの状況やリクエストに応じて演奏できる          2・0 
楽譜なく弾ける 
（作曲・即応性） 
楽譜を見なくても曲が弾けたり作曲できたりする                0・1 






ジャズ ジャズの世界、ジャズダンスの音楽（バックに流れている音楽）  1・1 
楽しい感じ 自由自在に音を操れることにより楽しめる                       1・0 
想起されるもの 腕が良い                                                    1・0 
音楽療法 音楽療法での即興演奏を連想させる                            0・1 









































る                           3・3 
興味・関心の広がり 子どもの興味・関心が広がり、深まり、楽しさが増し、音楽好きに
なる                          4・0 
即応性、臨機応変さ 子どもの発想、興味、状況にすぐに応じられる、子どもの表現に音























歌 独唱から合唱まで一緒に作ってすぐ遊べる         2・0 
他の楽器とのコラボ 他の楽器とのコラボレーション              1・0 
リズム遊び 
リトミック 
リズム遊びの時に即興的な音や音楽をつけられる      2・2 
手遊び 一緒に作ってすぐ遊べる                 2・0 
間
接 
体操、身体表現、 一緒に作ってすぐ遊べる 自由表現            1・8 
紙芝居、劇あそび 効果音などに使える                   1・0 
療
育 
音楽療法の場 障害児に対し音楽療法的な刺激になる           0・1  















































音に合わせた動きや踊り                  6・10 
活用の場面の拡大 色々な場面に合わせて活動できる               0・1 
表現の幅の広がり 表現力の高まり                       0・1 




































Q37.Q36で「感じる」と答えた方は、どうしてですか。理由をお書きください。            
A37.                










音楽の世界の広がり 音楽の世界が広がり、イメージを基に弾けるようになる、   3・1 
保育の質と幅の向上 保育全体の質の向上と幅の拡大につながる         0・1 
表現力を伸ばせる 保育者の表現力を伸ばすことが出来る           0・2 




楽しさが増す すぐ弾けると楽しさが増す                1・0 









苦手意識の克服 もともと苦手だから磨く必要がある            2・1 
タイミングの難しさ 技術は学べてもタイミングが難しく、習得するのが困難   1・0 





















大 小項目               内 容 
不
要 
不必要 即興演奏の技術を磨く必要がない                1・0 
計画的な活動 その場しのぎで即興演奏を使ってアイディアを広げることはない  1・0 





オプショナル 基本技術の上をいくもので、オプショナル的な感じ        1・0 
能力の限界 必要性が感じるが、能力的に限界がある             1・0 
他で代用 他の技術で補えるもの                     1・0 
基本技術向上の 
延長 
































A39.                                  







歌 歌う時、合唱する時、新しい歌を教える時  
15・12 
合奏 合奏の伴奏をする時                                            2・5 
リズム遊び 
リズム運動 
リトミックなどを含む活動をする時                              8・1 









オペレッタ                           2・3 
ゲーム等 ジャンケン列車 
いす取りゲーム、雷ゲームなどに使う時                  3・2 





行事や式に歌う歌、BGM、入退場の曲を弾く時           1・0 
随 
時 
リクエスト 子どもたちからリクエストがあった時、それに応える時、随時    1・0 
日常の保育 毎日、日常的に保育の中で使っている               0・2 
子どもの遊び 子どもの遊びに音があったらいいなと思う時、子どもの気分や様子に合わせて




                                3・0 
                                1・0 
























































































人形劇 3匹のくま、3匹の子ぶた、がらがらどん、はらぺこあおむし     4・1 
劇(寸劇) ももたろう、どんぐりころころ                  11・2 
オペレッタ 絵本を題材としたオペレッタ                   4・2 
絵本 ぐりとぐら、ぞうくんの散歩、はらぺこあおむし、めっきらもっきら、がらが
らどん                             5・4 
紙芝居 トトロの大型紙芝居に BGMを入れる                5・2 
OHP                                 1・0 
パネルシアター 歌に合わせてパネルシアター                       1・1 
ままごと遊び ままごと遊びの中で歌を口ずさんだ                 1・0 
リトミック ストーリーを加え劇仕立てのリトミック              0・1 
影絵 BGMを入れたり、既存の歌に影絵をつけた             0・1 






ピアノ ピアノで効果音や歌の伴奏を弾く                 2・0 
楽器 効果音として、太鼓を鳴らす                   3・3 
声(歌) オペレッタや絵本の中で歌う                   9・1 
手作り楽器 大豆を容器に入れるなどして効果音を出す             1・0 







劇用の CDにはつなぎ用の曲がある                2・0 
効果音 色々な効果音として                       3・2 
導入 絵本の導入に使う                        1・0 
















3歳児(育成児 1名) 40分 
幼児 18名、保育士 3名 
4歳児(育成児 2名) 40分 
幼児 21名、保育士 3名 
5歳児(育成児 1名)  40分 







































































S保育園 3歳児 活動記録 （第 1回） 

































































































































S保育園 4歳児 活動記録（第 2回） 
 





























































































S保育園 5歳児 活動記録（第 3回） 
 





5 人で演奏する。第 2 グループは「ドラえもんのうた」を












































































3歳児(育成児 2名) 35分 
幼児 17名、保育士 2名 
4歳児(育成児なし) 45分 
幼児 21名、保育士 3名 
5歳児(育成児なし) 35分 










































































SE 保育園 3歳児 活動記録（第 4回） 
 
時間 活動の様子 セラピストの様子 
























































































































































SE 保育園 4歳児 活動記録（第 5回） 
 
























































































































































































SE 保育園 5歳児 活動記録（第 6回） 
 





























































































乳児 9名、保育士 4名 
2歳児(育成児 2名) 35分 
乳児 13名、保育士 4名 
3歳児(育成児なし) 35分 


















































































N保育園 1歳児 活動記録（第 7回） 
 
























































































N保育園 2歳児 活動記録（第 8回） 
 






































































































































N保育園 3歳児 活動記録（第 9回） 
 















































































 2/7 SE保育園  4歳児(幼児 21名) 保育士 3名、下川           活動時間 15分  
「トーンチャイムで音のキャッチボール」から 
活動の内容 子どもの反応 セラピストの動き  
・この日が初めてだったため、
手順を説明しながら行う。 
























































 1/17  S保育園  5歳児(幼児 20名) 保育士 2名、下川           活動時間 10分  
「トーンチャイムで音のキャッチボール」から 

















































































 2/7  SE保育園  4歳児(幼児 21名) 保育士 3名、下川          活動時間 12分  
「太鼓を叩こう」「太鼓でお話」から 



















太鼓の枠を叩く。     → 
バチの反対側で叩く。   → 





























・「太鼓を叩こう」の活動は、自己表現がレベル 5 とし、コミュニケーションと傾聴はレベル 3 だとし
ている。また、個人個人へ向けての活動なので一体感はレベル 1としている。 
・一方「太鼓でお話」の活動は、保育士対子ども、あるいは子ども対子どもの活動であるため、自己表
















 1/17 S保育園  3歳児(幼児 18名) 保育士 3名、下川            活動時間 15分  
「マラカスで友だち模倣」から 

















































































 2/7  SE保育園  3歳児(幼児 17名)   下川、保育士 2名         活動時間 16分  
「ゴム鈴をならそう」から 



























































































































3/13 N保育園  幼児 20名  下川、保育士 2名               活動時間 30分 
「音楽表現活動」全体を通して(A子に着目して) 
活動の内容 子どもの反応 セラピストの動き 
①カスタネットで友達探し 


























































































音楽表現勉強会      中央公民館コミュニティーセンター音楽室にて 2012.2.15.  
時間 発表者 内容 気づき 
0:00 H 保 育 園
（保育士） 













































































































































































































34:23 N 保 育 園
（保育士） 























































































とても良い 13・14 57 
わからない 0・ 0   7 
無回答 4・ 2   2 
その他 0・ 1   0 
 











豊かな生活、豊かな人生になる   2・3 生活に彩りを添える、表現が豊かに
なる、心と体を成長させる    3 
豊かな感情 豊かな気持ちになる、喜怒哀楽の気持ちを
代弁してくれる、楽しい、元気、心地よい
気分になる、勇気、頑張れる     3・8 
感情が豊かになる、明るい気分にさ
せてくれる、脳の活性化、気持ちが





                9 
癒し 
リラックス 
リラックス、心の支え、落ち着く  1・0 和ませる、癒される             6 
生活のリズ
ム 
       
                 0・0 
生活のリズムを作る       1 
音楽教育  
 











保育の中で 音楽を日々取り入れている      1・0 替え歌             1 
乳児に優しい声で楽しく歌っている  1・0                                0 
保育者自身の技術を高め、色々な方向から
経験させてやりたい             1・0 











                               0 














と               4・0 
歌う、聴く、手遊び、楽器、合唱、声
を出す経験、歌の時間、リトミック 
               20 




できるよう                     4・0 





一つとして                      1・0 








ら行う                       11・1 











支える「生きる力」になる         
音楽活動によって得られる達成感 5・0 
                 
 




楽から得られる安らぎの経験   3・0 
リラックスできる              2 
情操教育 園の方針として情操教育として位置づ
けている、心を豊かにする   0・11 
 
                0 
判断力、思考力 リトミック等を通して、判断力、思考力
を養える            0・2 
  






                0・0 
英語、運動等の他の活動の助けとして、
朝、昼、帰り、注目を集めたい時等、










指すものではない        2・0 
 









音感               6 






A4.                          












一体感             7・0 
 
 




感、達成感の共有        2・0 
  
               0 
協調・協同作業 互いに協力し譲り合って作る体験 3・0                6 








生演奏 生の音楽・生演奏を聴く、体験する 2・0                0 
リズム遊び リズムに合わせ身体を動かす、リトミッ
ク               3・2 
リズムダンス         2 
和太鼓の演奏 家庭にない和太鼓に触れる    2・0                0 
わらべうた、歌 わらべうたを介した触れ合い、ゆっくり
した時間を過ごす       2・2 
 
               0 
踊り、ダンス、
自由表現 
身体を動かすこと、自由表現  2・10 歌いながら踊る、体を動かしながら
歌う、ダンス         5 
手遊び                0・2 幼少期しか体験できない活動だから 
  1 




生まれる           0・2 
 
               0  
絵かき歌  
               0・0 
幼少期しか体験できない活動だから 
   7 
生活、行事の歌  
 
               0・0 
朝、帰り、給食、片付け、誕生会、
行事の音楽によって生活のリズムを
学ぶ             7 
鍵盤ハーモニカ   
               0・0 
鍵盤ハーモニカを演奏する機会があ



















的に役に立つ          1・1 
脳が活性化し、集中力等がつく  3 









性      
  
 満足感・達成感 集団でこそ得られる満足感や達成感 3・0                                                0 
一体感・統一感 集団でこそ得られる一体感や統一感              
3・1 
協力すること、皆で同じ動作
をする           8 
成功体験 友達と一緒に味わう成功体験   1・0             0 
楽しさの共有 音楽の楽しさを共有できる    2・0              8 
異年齢児の影響 異年齢児が聴きあう、憧れ、親しみ、い
たわり、可愛らしさを体感する  3・0            




仲間意識            1・0 
協力すること、助け合い 4 




                             0・0 
自然に生活のリズムが身に




















のダンスからリトミックへ      2・0 
 
            0 
音量の調節 音の調節が出来るようになる   1・0              0 
リズム感の感得 幼児から太鼓に触れることによりリズ
ム感を獲得できる            1・0 
 




           0・1 
想像力を豊かにする    1 


























                 1・0 
 
  
    0 
生きる力 生きる力を養う           0・1                         0 
        
幼児期独自の活
動 
遊びの中で思いのまま表現する機会             
0・3             0 
人前での発表 0・0 将来人前での発表に役立つ 1 



















する            9・13 
楽しさを表現する、リズムにのる、
音を楽しむ、        35 
心地よさ 歌う心地良さ、体を動かす心地良さ、
リズムを感じる心地良さ   6・1 
 
              0 
詩の世界 歌の歌詞から詩の世界を感じ取る 
               1・0 
歌詞の意味を学び情景を読み取る                          
2 





                          2・0 
感動、感受性        6 
















機会になる         2・0 
元気にさせる         2 
挑戦・成功・自信 難しい事、初めての事に挑戦しそれに
成功し自信を得る       1・0 
達成する喜び、意欲がわく  2 
共有・共感・調和 友達と一緒に音楽することにより得
られる共感          4・5 
協調性、合わせること、団結力、
仲を深める、他との違い、大変さ、
集団での音楽活動、一体感  18 
自己表現 自分から音を発信する楽しさ  1・0 









              0・0 
挨拶の歌等から挨拶を覚える、曲
を聴くことで今、この時間に何を













聴く力 音をよく聴く力を得ている   1・0 脳の活性化に役立つ、集中力が付





タイミング、音階      8 














なって欲しい             4・4 
歌・踊り等を楽しめる、歌う事
を忘れないで欲しい    27 
楽しむ 楽しさ、喜び、心地良さを感じて音楽を楽しんで
欲しい                8・0 
  





興味を持って欲しい          2・5 
       
 
       1 
個人・集団で 1 人でも皆でも楽しめるものだから、その場に応
じて楽しんで欲しい          1・0 
       








る大人になって欲しい   6 
リズム・ 
音程の獲得 
リズムや音程がとれる子になって欲しい  0・2 絶対音感のある子になって欲












勇気や元気をもらえるきっかけ      3・1 
辛い時に心の糧にして欲しい 
       




て欲しい                 1・0 
  
             0 
自然を 
感じる力 
自然を感じる力を身につけて欲しい     1・0  





                    0・0 
恥ずかしがらずに人前で演奏、
演技、踊りができるようになっ
て欲しい         2 
































もが楽しめる        1・3 
子どもの好きなように自由にやら
せる、難しいことをしない   19 
経験の場  
              0・0 
様々な経験をさせ感性を養わせる 



















と一緒にその表現を共有する  7・1 
手本を見せる、様々なアクション
を起こす、楽しめる工夫   11 
表現の受け止め 子どもの気持ちを受け止め、認め、褒
める。それによって子どもに自信をつ






              0・0 
恥ずかしがらず笑顔で向き合いわ
かりやすい表情とアクションを心









つくる。                  1・0 
 
               0 
子ども理解 2 
              0・0 
子どもの興味・関心、好み、感情、
意欲、ペース、考えを考慮する 16 




他児からの影響 認めあう環境               0・1 子ども同士の発現の場を増やす 1 





















共感する            5・0 













                5・8 
個性として受け止める、発達や成長の証
として受け止める、耳を傾ける、理解す







にする              1・0 
自主性を伸ばす         2 
ほめながら、押し付けないような助言を
する、もっと良くなるようアドバイスす







るか確認する          1・1 
自由にやらせる         1 








保育に取り入れる        0・1    
                0 
他児への派
生 
他児への派生を考える      0・1  
                0 

























囲気づくり           3・0 
流行曲を流す、音楽に触れさせる、色々
な活動をさせる          
                4 
見守る 表現が他の理由で阻まれないよう気を
配りながら見守る、受け止める、否定
しない            4・2 
保育者の考えや表現を押し付けず、子
どもの表現を否定しない      
                6 
声掛け ほめる、励ます、認める、拍手する等
して自信をつけさせる          3・0 
聞く姿勢を大切にする、子どもに質問
する              6 
見本をみせる 楽器の使い方等最初に見本を見せる 
3・0 
新しい歌や踊りを教える     5 
一緒に楽しむ 一緒に歌ったり声に出したり体で表現
して楽しむ、子どもの模倣、共に歌う 
             10・11 
一緒に楽しむ          9 












声掛けをする          6 
他児への派生 
全員参加 
自然と輪が広がるように     1・0 合唱や合奏など全員が参加できるよう







                




                3 
























な環境             7 
保育者の配置、保育者の知識   1・1                 0 












あるものを提示         4・10 




己肯定感             3・0 











う                5・0 
子どもを盛り上げる、集団での楽しみ




出てくるようにすること      3・0 
目標の設定            4 
見守り 聞いている、見ているという保育者の態度              
2・1 






せる                 6 

























なる、見本、発信する     6・7 
新たな発想、向上させる、歌や
踊りを教える、楽しさを伝え





ングに考慮したりする         1・4 





表現を広げる         3・7 
色々試させる        2 
援助者 保育の場面と同様、子どもの表現に対
しあらゆる角度から援助する   3・0 
活性化する為の補佐、アドバイ
ス、褒める、話を聞く、引き立













場合は見守る、受け止める     0・2 
聴いてあげる、表現を大切にす























                         0 
共鳴、共有、共感 喜び、楽しさを共有し、表現に共鳴し





知る             2・6 
学び合う存在、協調性を学ぶ、





          3・5 
新しい発想、ライバル、表現の
広がり、個性             5 
友達の輪                0・0 友情を深める            1 
他  わからない                      0・1 わからない、これから学び考え





A13.               








保育者 原因の究明 消極的な理由を考える   1・2                            0 
見守る(静観) 「やれ」と言わずしばらく見守
り終了後声掛けをする、無理強
いしない         3・6 
強制しない         9 
羞恥心の軽減  
                        0・0 
恥ずかしい気持ちを汲んで、その








ところを見せる       7 
子どもに委ねる  
           0・0   
好きな事をやらせる、好きな歌を













面白さを伝える、笑顔   36 
参加を促す 「やってみよう」と誘う、慣れ
た頃に徐々に誘う    6・7 
歌って聴かせる、楽器に触れさせ
る等しながら参加を促す、笑顔で
対応する、話しかける   14 
方法 個別に対応 1 対 1 で対応、皆とは別の場所
で個別に行う、その子の性格や
様子に応じて対応する   4・2 
他の子との違いを感じさせ、アド
バイスする         2 
遊びの中で 遊びの中（ゲーム等）で楽しみ
ながら行えるよう工夫する、活
動に慣れさせる     2・0 
手拍子、手遊び、踊り等を取り入
れて興味を持たせるよう工夫す









つけさせる        4・2 
やる気を出させる、自尊心をつけ
る             5 
役割を認識させる グループ活動等で自分の役割を









と、そのタイミング   1・6 














りと過ごせる時間            4・1 
雨の日、自由時間     18 









ど集中して欲しい時に使う、導入     9・2 
活動の前、注意を喚起する、注









しているとき              3・1 
元気づける、初対面、雰囲気に
慣れる           8 




活発にするため、手遊びの時間      1・3 
歌、音楽の時間、音楽的な活動  
8 

































活習慣、私生活への波及   31 








芽生える         23 
リフレッシュ 0・0 リフレッシュ効果     1 

















楽しんで歌っていれば OK    2・1 
 
 





の方法でも区切りはつけられる  3・2 
 
 




OK、園生活の流れがつかみやすい 2・3  
 













子どもは能動的に考えられる   5・0 
             0 
子どもの思考力の損
失 




に歌うものではない      4・10 
             0 
マンネリ化への懸念 毎回歌うとマンネリ化しつまらない 1・0              0 
必要性がない どうしても必要という考えはない 4・0              0 











ドアの閉まる音                 2・10 





紙を破く音                4 
音楽を聴く 生演奏で歌、楽器演奏、鼓動を聴く、CD


















遊び、リトミック                3・7 
身体を叩いて音を出す   11 
声を出す 声を出す、声の音量の調節        2・0 鼻歌、声で物真似する、歌いな




む。手遊び、手話ソング         5・3 
 
             0 
手作り楽器、太鼓 手作り楽器を作って楽しむ、太鼓を叩く 
3・0 
             3 











をつけて楽しむ         2・0 
 
 




って音や音楽を楽しむ      1・0 
 
0 











踊り・行進 0・0 音楽に合わせて踊る・行進 2 
ミュージカル 0・0 歌の入った劇       1 







 保育者（保育士・幼稚園教諭） 学生 
YES      4・7 20  
NO  3・5 41  






  保育者(保育士・幼稚園教諭) 学 生 
合奏                1・0 合奏（発表会）              2 
 合唱（発表会）              2 
作詞、作曲、 (歌を作る)       2・2 作詞、作曲（卒業式・趣味）        4 
替え歌               1・0                      0 
絵本をもとにオペレッタ、舞踏劇   2・5 ミュージカル(文化祭)、踊る、演技する   1 
リズムダンス、曲を聴いて振り付けを考える 
自由表現              1・1 
創作ダンス(中・高の体育の授業)、           
歌詞のイメージに動きをつける       5 
廃材で楽器作り           0・1 手作り楽器                2 
曲を聴いて絵を描く         0・1 曲のイメージを絵に描く(小学校)        1 




















項目 保 育 者(保育士・幼稚園教諭)  学 生 




リトミック的活動          4・13 




を指すのか知りたい         3・0  
無回答 無回答               10・2 
どちらとも言えない         0・1 
無回答   2 


































カテゴリ― 保育者(保育士・幼稚園教諭) 学生  
YES 9・ 0 48 
NO 1・ 0   8 
どちらとも言えない 5・16  9 
無回答 2・ 1   1 
                     





わかりやすい、親しみやすい     7・0 
複雑だと覚えられない、想像しや
すい、速いテンポは困惑する、基





が向いている            4・1 
簡単なものからレベルを上げてい





活動はクラシックでも OK           1・0 
難しくても耳に残る曲があるか
ら、新しい発想、発見になる、音
楽表現が豊かになる      2 
様々な体験 色々なものを体験させた方が良い    1・0              




子どもの興味や関心の範囲で与える   1・0 
子どもは日々成長している         0・2 
子どもの意欲に応じて何でもチャ
レンジさせたい、意味のあるもの





が大事                            2・2 
               








しい作品がある          1・12 
様々なジャンルの音楽を聴くこと








              0 







  保育者(保育士・幼稚園教諭)  学 生 
YES 7・0 47 
 理解しやすい(複雑なリズムは理解できない) 
                   2 
覚えやすい             14  
楽しめる               1 楽しめる、嫌いにならない      8   
わかりやすい             1 わかりやすい、親しみやすい、のりやすい、
口ずさめる             8 
共感できる(発育、発達に限らず)     2 興味を持つ、飽きない        4   
すぐできる              1 すぐうまくなる           4     
                   0 徐々に難しく            4 
                   0 自主的に活動しやすくなる      1  
NO 2・0 6 
 子どもの柔軟性を信じて提示すべき   1 楽器や楽器だったら難しくても大丈夫 1  
子どもによって柔軟に対応すべき    1 年齢やその子に合わせた音楽が良い  2   
                   0 意味のあるものが良い        1 
                   0 多少難しくても興味のありそうな曲  1 
                   0 難しくても耳に残る曲        1 
中間 5・16 8 
 個人の個性、個人差によるもの     1・0 意欲がもてるものに取り組ませることで感
性が伸びる             1 
年齢によって、興味・関心が異なり音程域等
考慮する必要がある 2・3歳児は簡単なもの
が向いている               1・3 
基礎は大事だから          1  
その時の状況によって対応すべき、臨機応変
に対応すべき            1・1 
様々な種類の音楽を聴くべき     1 
子どもは日々成長しており、年長児は少し難
しいものへのチャレンジを喜ぶ、難しいもの
は刺激、成長のために必要      0・2 
演奏する方は簡単なもので良いが聴く方は
難しいものも聴くべき         1 
少し難しい方が良い         1 
クラシック、手遊びにもそれぞれ素晴らしい
作品がある             0・1   
新しい発想、発見があるし音楽表現が豊か
になる               1 
子どもにさせる歌や合奏は単純なものが良
いが、クラシック等の本物の音楽を耳にする
ことも必要             0・10 
 
 
                  0 










































カテゴリー 保育者(保育士・幼稚園教諭) 学生 
YES 8・9 37 
NO 1・0 19 
少しある 1・0  0 
どちらとも言えない      0・6   1 














良い影響を与えたい         5・5 
聴きやすい音楽、上手な演奏、










自身が感動でき、興味を持つもの  2・1 
保育者自身の声質や感性   2 
保育者の表情 演奏する時の保育者の表情        0・1               0 
聴かせる音楽の
影響力 
   
                0・0 
聴かせることの重要性、聴かせ
















曲の選択 クラシックの選曲、普段の曲の選択 1・1 曲の選択          4 
音楽の心理的効
果 
音楽が子どもの心に及ぼす効果   1・0  
0 











せていく、より楽しくきれいに   3・0 






らしさ、楽しさ          1・0 
子どもが楽しいと思う原点、子
どもの気持ち        2 
楽器の質 おもちゃではなくなるべく本物で良い音
の出るものを提供したい      1・0 
 
0 








声質            5 
興味ある曲と方
法 
個々が良いと思うものが良い    1・0 子どもの興味・関心ある曲とそ
の使用例          3 
他 両者の違い 0・0 保育者と子どもの音楽の違い 1 




A25.                             









の、自由力、ダイナミズム    3・2 






                4・4 
協力性、担当があるところ、一
つにまとめること      8 
楽譜の拘束力 譜面通りに歌ったり演奏しなくてはな
らない、決められた歌詞や旋律に合わせ
て演奏することを求められる   1・1 









による、音楽の基礎による  8 
演奏における 
奏法 







さ、つまらなさ       4 
楽しむための掟 音楽を楽しもうとするための力、楽しん


















言動、環境を与えたくない     0・1 
 
0 












A26.   

















がある                   5・5 
無限の可能性        18 
発表の機会 一定の区切りとして皆で発表すること、 
全体で演奏する機会                1・0 






                2・0 
意欲的に参加し心動かされたかどうか 0・1 
皆と呼吸が合うようになる   5 
楽しめたか 一人一人が楽しめたかどうか、生き生きと
した表情             6・5 
















ノが止まらずに弾ける       3・1 




ること              2・0 















ようになった時          2・4 
 
 




「やり遂げた」と感じた時     1・2 




到達点に達した時                 2・0 
自分自身の目標に達した時、それ
によって成長した時     1 
聴衆の心に届く 0・0 聴く人の心に届いた時    1 





















なのか聞かせる、模倣        16・17 
         
   31 
歌の鑑賞 どんな歌なのか音（CDやピアノ）を使っ
て聞かせること          4・0 
 
            0 
歌詞の提示 歌詞を読んだり書いたり貼ったりする、説
明する               9・12 





あげる                4・13 
            
 7 
伴奏を伴って歌う 保育者が伴奏をしながら子どもと一緒に
歌を歌う               4・2 






いフレーズに区切って教える      4・3 
  
3 
繰り返し歌う 何回も繰り返し歌う        0・6 同じ歌を何度も繰り返し歌
い練習する        9 
提示のタイミング 歌を提供するタイミングに気を付ける
0・1 
                      
  0 
アドバイス  
                0・0 
よりよく歌えるようアドバ












やすく理解させるために使う    3・3                                 
             
 
         5 
ペープサート 
人形 
歌絵本                   1・0                        0 
絵本・物語 1・2            0 
絵                               0・2 歌詞の内容をイメージでき
るような絵を示す     3 
手遊び                             0・1 歌に関連した手遊びで理解
を促す                2           
寸劇 新しく覚える歌を簡単な寸劇にして理解
を促す                       0・1 
  








がら歌う           4 





A28.                                                  






     
聴かせる 
(鑑賞) 
まず CDで聴かせイメージを喚起させる 1・0             




を喚起させる             6・0 




する                 2・0 
  




覚えさせる              1・0 
               
              1 
歌唱の評価 子どもの歌唱行為に対し、賞賛することにより
意欲が増す              1・0 
               
              4 
歌詞の提示 歌詞を視覚的(貼る)・言語的(意味、発音)に提
示して理解を促す、絵、イラストに描いて歌詞





身近な歌を選曲する             0・10 
  









                 27 


















めに使う               5・3 
 




を使って理解させる         2・1 
 
              0 
写真                   1・0              0 
映像                   1・0               0 




け、歌を理解しやすくなる      1・0 
              2 
寸劇 歌の内容を寸劇にして覚えさせる   1・0               0 





 保育者（保育士・幼稚園教諭） 学 生 
YES        12・17 15 
NO         0・0  51 














行事 誕生会 月ごとの誕生会      8・2              0 
夏祭り 一年に一回の夏祭りで   4・0              0 
集会 集会の席で        3・3              0 
成長お祝い会 成長お祝い会で       2・0              0 


























ム遊びの動きの見本    5・12 
ダンス           3 
手遊び              0・2 手遊び、「お弁当箱の歌」  3 
劇・オペレッタ 子どもが行う舞踏劇、オペレッタ
の見本として             0・8 
  




ての要素が強い       1・0 
 
             0 




















                      5 














いて弾ける              4・9 
歌いながら弾ける     25 
合奏               0 
リズム遊び 各活動で音楽、伴奏が弾ける 0 
劇遊び                  2・1 0 


















初見 音符が読めてすぐ弾ける       1・0 楽譜を見てすぐ弾ける、少し練
習すれば弾ける      8 




即興性 即興演奏が出来る          1・0 即興性          1 
豊富なレパ
ートリー 
子どもの興味のある曲が弾ける  0・1 暗譜で弾ける、多くの曲が弾け
る、リクエストに応えられる 4 
より高度に 子どもの動きを見ながら、歌の指導をし






ある程度                 
 
    3・0 
右手ですらすら、両手で弾け
る、バイエル程度、基本、音符




る、子どもが楽しんで歌える    0・9  
 
0 




























なくても音楽的な保育は出来る  0・1 
 
             0 
























ノを弾きながら歌える     42 
身体表現の技術 音や音楽を身体で表現する力、踊るこ
と、感じて動く身体表現力    1・2 







を教える技術          3・1 
明るい声、関心を向ける声掛け、色々





楽しませる声掛けや話し方    1・1 












音楽的表現力 音や音楽をめぐる全ての表現に必要 1・0                7 
音楽的センス 音や音楽をめぐる全ての表現に必要 1・0                1 
音楽心 音楽心、音楽を楽しむ気持ち、情動に共
鳴する感性           1・2 
 




楽で子どもを楽しませる力、   2・1 
創作、保育者自身が楽しむ気持ち、
興味・関心をひく技術     11 
音楽的な基礎能
力 
リズム感、音感、聴く力     4・11 楽譜を暗譜すること      12 
























ゲームの BGM いす取りゲームやリズム遊び等の音楽 














リズムを創る、リトミック    3・2 
リズムダンス          1 
音で何かを表現 音で何かを表現する、動物などの身体
表現をするときの音楽、動きに合わせ












左手の伴奏にアレンジを加える  1 
即応性 子どもの状況やリクエストに応じて演
奏できる           2・0 
その場の状況に応じて、何でもすぐに
演奏できる           4 
楽譜なく弾ける 
（作曲・即応性） 
            
 
 




を弾く             16 
歌を歌う 歌に合わせて曲を弾く     1・0 歌を歌う、日替わりの歌を歌う    3 











ックに流れている音楽）    1・1 
アドリブ                        1 
自由自在 自由自在に音を操れることにより、楽
しめる                      1・0 
楽しい感じ、自由な感じ          2 
音楽療法 音楽療法の即興演奏            0・1 0 
想起されるもの 腕が良い                   1・0 自分には難しく実際にフレーズ等何も
浮かばない、上手な人しかできない事 
                  2 
ねこふんじゃった、先生の弾き歌い、
テスト、クラシック系の音楽      4 
自己表現 0・0 自己表現の一種                  1 



















つぶやきを歌にする      5・1 
               







発想を豊かにする       3・3 
泣きやますことが出来る、その場を盛











る               3・4 
子どものリクエストに応えらえる、作
曲できる、その場で簡単に手軽に音に





























べる             2・0 




つけられる          2・2 
                  1 
手遊び 一緒に作ってすぐ遊べる    2・0 新しい手遊びを考える        2 
他の楽器と
のコラボ 




























きる              4 








                              0 

















ハーモニカ、打楽器    4・1 





ものに触れさせる      4・0 
他の楽器との出会い、ふれあい、セ
ッションの楽しみ、音への感受性が






















音に合わせた動きや踊り  6・10 
リズム遊び、リトミック、お遊戯会、
演奏会、発表会、音楽遊び、ピアノ
と同様の活動         12 
活用の場面の拡大 色々な場面に合わせて活動できる 






齢者のリハビリ        7 

















来る、興味を持たせる     3 












カテゴリ－ 保育者（保育士・幼稚園教諭） 学生 
YES 9・12 61 







  3 
  0 
  0 
 
Q37.Q36で「感じる」と答えた方は、どうしてですか？理由をお書きください。            
A37.                













に弾けるようになる、     3・1 
子どもの歌う音楽が広がる、そ
の場の雰囲気を変えられる  4 
保育の質と幅の向上 保育全体の質の向上と幅の拡大に
つながる          0・1 
 
                           0 
表現力の伸長 保育者の表現力が伸びる   0・2              0 
子どもへの還元 その技術を活動で使える、子ども達
と一緒に楽しめる      1・2 
 










弾ける          27 




ってもらえる        3 
子 表現力の伸長 子どもの表現力を伸ばせる  0・2              0 














             0 
実力の限界性 この能力はセンスや生まれつきの
力に左右されるもの     1・0 
 




必要性                
0・2 
保育の現場で必要だから、教え
る立場にあるから     11 












               




た方が良いので       1 
楽しめればよい その場その場が楽しめればよい、弾
ければよいので必要ない   2・0 
               















ョナル的な感じ       1・0 
 
              0 
限界性 必要性は感じるが、能力的に限界が
ある            1・0 
 
              0 




奏の技術向上につながる    0・1 
 
              0 




















A39.                                 










手遊び歌              35  
挨拶の歌(朝、昼、帰り、片付け) 19 
歌を引きたてる、引き出すため   1 
合奏 合奏の伴奏をする時              2・5 0 
リズム遊び 
リズム運動 
リトミック等を含む活動をする時  8・1 0 
身体表現 身体表現、自由表現              8・3 踊ったり体操をしたりするときの音
















ム等に使う時           3・2 
 
0 
合図 合図として            0・2 気持ちを落ち着かせる、注目を向けさ
せる、関心を向けさせる、集中させる、










れに応える時、随時        1・0 
                 
2 









自由時間 0・0 自由時間の時に         1 
他 無回答 その他              1・0  
無回答              3・0  
無回答             1 






























































































簡単で楽  手軽で簡単、保育者にとって楽 
ピアノ以外の音色  ピアノでは出せない音色、表現を聴かせ
られる 






 保育者(保育士・幼稚園教諭) 学生 
YES 13・ 9 14 
NO 1・7 52 












はらぺこあおむし           4・1 
 
                         0 
劇(寸劇) ももたろう、どんぐりころころ     11・2 音響効果、歌を入れる、劇の
BGM          5 
オペレッタ 絵本を題材としたオペレッタ       4・2              0 
絵本 ぐりとぐら、ぞうくんの散歩、はらぺこあおむ
し、めっきらもっきら、がらがらどん  5・4 
文字にない部分に場面を思い
浮かべながら入れた    1 
紙芝居 トトロの大型紙芝居に BGM        5・2 声で抑揚をつける、音楽を入れ
る             3 
OHP 1・0                          0 
パネルシアター 歌に合わせてパネルシアター        1・1              0 
ままごと遊び ままごと遊びの中で歌を口ずさんだ   1・0                          0 
リトミック ストーリーを加え劇仕立てのリトミック 0・1 音楽に合わせて踊った   1 
影絵 BGMを入れたり既存の歌に影絵をつけた 0・1                          0 






ピアノ ピアノで効果音や歌の伴奏を弾く     2・0                          0 
楽器 効果音として、太鼓を鳴らす        3・3                          0 
声(歌) オペレッタや絵本の中で歌う        9・1                          0 
手作り楽器 大豆を容器に入れる等して効果音を出す 1・0                          0 







る                      2・0 
                      
    0 
効果音 色々な効果音として          3・2              2 
導入 絵本の導入に使う           1・0              0 

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































自分の感覚で音を出す作曲 未記入 今の感情を出す 作曲 創る曲の雰囲気
Q11　曲の長さや終わりが決まっていないと不安ですか。 No Yes Yes No No No
Q12　「自分自身が音楽を創っていく」ことを想像できます
か。


























































































































演奏」のイメージと同じでしたか？ NO NO YES NO YES YES
Q5.Yesと回答した方は、どの部分が同じだと感じま
したか？














































































































































































































































時間 学生の行動・言動 授業者の行動・言動 
0:00 テーブルを囲んで着席する。 授業内容の説明をする。 
事前アンケート実施についての説明をする。 
 
10:00 アンケートの質問に答える。  




 Yが Oへ向かって投げる。 ボールを受け取る時の、重さやスピード感を感
じて行うようアドバイスする。 
 Sから YAへ。 うまくいく。 
 YAからHへ。 うまくいく。 
 Hから Iへ。 キャッチがうまくいかなかったため、ボールを
投げる時のイメージを再度確認させる。 






















37:00 高音の C 音を持っていた YA が自分の音を
鼻歌で歌いながら、楽しそうに行っている


















































50:00 「太鼓とか入れたら面白そう」とOが言う。  


































































































か、I が F に 2 本同時に鳴らして終わらせ
るよう身ぶりで伝えていた。 
 
15:00 着席し、事後アンケートについての説明を
聞く。 
楽器をしまい、次回、この活動に対するアンケ
ート調査を行うことを説明する。次の授業内容
に入る。 
117 
 
 
118 
 
 
 119 
 
 
120 
 
 
